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１３１ 描かれていない部分を読み取る難題 

       《聖マタイの召命》 

         ２０２４・２０２５（改訂版） 

真鍋友範 

       

     《聖マタイの召命》１５９９−１６００ カラヴァッジョ 

１ 何故美術史家は、髭男の左手の動作を解析できなかったのか 

 

 その理由は、髭男の親指が上に向かって立っている事実を見過ごしたからだ。 

 少し考えれば、単に自分を指差しただけなら、親指が上に向かって立つことは

ないことは分かるはずだ。 

 

 何故なら、この身体動作は、直前に「お探しの人は、私ですか」という意味で

の親指を胸に向ける動作の直後に現れる動作であるからだ。 

 ２０２４年現在でも、ローマ・カトリック教会系の解釈をしておられる石鍋真

澄氏は、この髭男の左手は、親指と人差し指による、【自身への V字形指差し動
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作】であると主張されているが、現実には、親指が上方に向けられ、親指と人差

し指が、同一面に位置していない為、V 字形の指差し動作であるという解説は、

誤っている。 

 

 一方、ドイツ学派美術史家・宮下規久郎氏の解釈である、髭男の人差し指は、

【第３者を指差している動作】という指摘も、親指の動作に関して無視してい

る、という理由で、不完全であり、誤った解釈と断定できる。 

 

 つまり、これまで【マタイ論争】の両側で主張されていた両派は、双方共に、

髭男の親指の動作を見落としており、不完全な解釈であり、正しくないのだ。 

 

 この、描かれていない部分は、実際には複数箇所存在する。 

  

２ 眼鏡の老収税師の右手の位置 

 眼鏡の老収税師の右肩部分には、わずかに光が当たっているので、よく観察

すれば、右斜め下４５度の腕の流れが認識できる。しかし、眼鏡の老収税師の右

腕は、前方の俯いた若い収税師の身体に隠れている為、右手が机を突いている表

現までは、即座には読み取れない。同じ姿勢を真似て見ることで、完全な理解が

可能になる。 

 この部分も、カラヴァッジョが、観衆に求める、高度な解釈だ。 

 

 

３ 向こう側のボディーガードの持つ剣 

 直接には、どうでも良い部分であるが、髭男の横に座る二人の若者が、両替商

である髭男のボディーガードであることが、判明したなら、手前のボディーガー

ドの持つ剣と同様いの剣を、向こう側のボディーガードも持っていることが推

測できる。これも直接には描かれていない。 

 

４ イエスの召命後の髭男が振り返る場面  

 イエスが右手を大きく垂直に回転させ、髭男の向こう側の人物を召命後、両替

商である髭男が、反対側を振り返るシーンは描かれていないが、ストーリーの流

れからは、そのようなシーンがあったと推測できる。 
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５ 絵画認識の深まりとともに 

 このように、《聖マタイの召命》という作品は、深く認識すればするほど、描

かれていなくても、描かれているに違いない部分が、明確になるリアリズム絵画

なのだ。 

 

  目に映るものを正確に描くリアリズムは、勿論であるが、描かれていない部

分まで、リアルに再現させてくれる表現が、カラヴァッジョの持つ天才的才能で

あると言えるのではないだろうか。 
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